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校長 谷口源太郎

令和３年度 １学期末PTA

チーム星峯西小で取り組む
PTA活動

～今、求められる家庭教育～
家庭の教育力向上プログラムの構築



PTA活動の
基本的な考え方
【家庭の教育力向上

プログラムが必要な理由】

※子どもたちに教育課程（＝育成プログラム）があるよう
に教職員や保護者など大人にも教育力・指導力を高める
ためのプログラムが必要。



子どもは「親の言うとおり」にはならず、
「親がするとおり」になる！ （市就学時健診資料より）

動物の子ど
ももヒトの子ど
もも親がする
姿を見ながら
まねて成長し
ていく。養育す
る者の姿勢が
親から子へ、
子から孫へと
伝わっていく。

※子育ては、
連鎖する。



家庭環境と子どもの学力（全国学力・学習状況調査分析結果）

※以下の場合に、子どもの学力は高い傾向にある。

〈保護者の働きかけ〉
① 学校の出来事、友達のこと、勉強や成績のこと、将来や進路、地
域や社会の出来事やニュース等、会話が多い。
② テレビ、ビデオ、DVDを見たり、聞いたりする時間などのルール
を決めている。
③ 子どもに努力することの大切さを伝えている。
④ 子どもに最後までやり抜くことの大切さを伝えている。

〈保護者の教育意識や諸活動への参加〉
① 将来、子どもに留学してほしいと思っている。
② 自分の考えをしっかりと伝えられるようになることを重視している。
③ 地域や社会に貢献するなど人の役に立つ人間になることを重視
している。
④ 保護者自身がPTA活動や保護者会等へ積極的に参加している。



子どもたちのために学校，家庭，地域が連携・協働
すべき理由とは
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生きる力：確かな学力

豊かな人間性、健康・
体力・安全、GIGAスク
ール、働き方改革 等

共働き世帯増加
育児・子育ての
悩み、進学、就職
児童虐待等

少子高齢化、過
疎化、地域担い
手不足、伝統文
化継承、防災等

低学力、いじめ、不登
校、問題行動、ゲーム
依存、虐待、自死 等



教育活動の成果を説明
するための一次関数

y＝aｔ＋b 
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y：今年度の教育活動の成果

a：（a1学校＋a2家庭＋a3地域）の教育力

t：（t1学校＋t2家庭＋t3地域）での時間

b：前年度までの教育活動の成果

質
×

量



家庭との連携
①PTA活動共通実践事項
・ ノーメディアタイム
・ 早寝早起き朝ご飯 等

家庭の教育力向上プログラム
をどのように作るか？

～PDCAサイクルに基づく実践事例～



ノーメディアタイム

一家庭一家訓

早寝・早起き
朝ご飯

あいさつ運動
家族・近所

読 書 活 動

知 育

徳 育 体 育

学校，家庭，地域が連携し，「生きる力」を育むPTA活動
～星峯西小学校ＰＴＡ共通実践事項の取組～

星峯西小学校 ＰＴＡ研究テーマ



ＰＴＡ組織と連動した共通実践事項の取組イメージ

①あいさつ運動

②一家庭一家訓

③ノーメディアタイム

④読書活動（うち読）

⑤早寝早起き朝ご飯

【ＰＴＡ共通実践事項】

の実
仕践
組化

「生きる力」（知・徳・体）の育成

ＰＴＡ専門部活動
○総 務 部
○生活指導部
○保健体育部
○環境整備部
○研 修 部
学級ＰＴＡ活動
○学級ＰＴＡ

※家庭教育学級
※子ども会育成会
※スポ少育成会

【ＰＴＡ組織】

組織的
な取組



学級ＰＴＡ活動の取組状況の把握・分析とFB

○
学
期
の
取
組

取組状況の把握：アンケート調査実施

第１回学級PTA：各学級ごとにPTA共通実践事項の努力点の設定

努力点：①ノーメディア②一家庭一家訓③あいさつ運動④読書活動⑤食育学 年

① テレビを消す時間をつくり，手伝いをしたり家庭で話をした

りする。

１年生 ② 基本的な生活習慣に関する約束を決める。

③ おはようございます，行ってきます，いただきます，ごちそ

うさまなどのあいさつを元気よく心を込めて言えるようにする。

④ 子どもの毎日の本読み（音読）を聞く。

取組状況の集約：アンケート集計

取組状況の分析：アンケート結果分析
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○月の学級PTA：各学級ごとにPTA共通実践事項の話合いによる反省

PTA新聞「○○○○」の発行：PTA共通実践事項のアンケート調査の
分析結果，子ども、保護者、教師の声等を掲載して全家庭に配付
する。※ FB：フィードバック

Plan

Do

Check

Action



家庭の教育力アップ共通実践事項設定の仕方（例）

※家庭でのお手伝いを中心にルール
やきまりなどを設定する。できるだけ
肯定的な文で設定する。
（例）「お風呂そうじを毎日する。」

※曜日を限定せず毎日，継続して取り
組めるように，時間帯（19:00～20:30）
や時間（１時間30分）などで設定する
ようにする。

※学年に
応じて遅
くとも午
後１０時
までに就
寝
※午前６
時から７
時までの
時間帯で
起床時間
を設定す
る。



家庭の教育力アップ共通実践事項

組

学
校
提
出
用



家庭の教育力アップ共通実践事項

組

家
庭
掲
示
用



家庭掲示用：PTA共通実践事項設定の仕方（例）

実効性があり、
継続した取組に
するために、
この用紙をテレ
ビの横など，よく
見えるところに
掲示して，時間
になったら保護
者が子どもに声
かけができる環
境をつくる。

○
○



【ノーメディアタイムの具体的な取組】

ノーメディアタイムとは何か？その取組を視
覚化（見える化）して保護者に示し、協力を呼
びかける。→実施状況をアンケートで把握

テレビを消して学習に取り組む
子どもの様子

学習する子どもを励ましたり
教えたりする保護者の様子



校長が，学期始め・
終わりのPTA全体会で
学校の取組状況、PTA

共通実践事項の取組状
況をデータに基づき説
明し，協力を求め、更な
る充実を図っていく。
※すべて校舎内で行えるよう変更
※授業参観（各教室）→PTA全体会
（音楽室）→学級PTA（各教室）
※多くの保護者に参加してもらう。

PTA役員会→PTA全体会→学級PTA

全保護者に周知し共通理解を図る仕組



全学級のＰＴＡ活動年間努力点の設定とその取組
学 年 努力点：①ノーメディア②一家庭一家訓③あいさつ運動④読書活動⑤食育

① テレビを消す時間をつくり，手伝いをしたり家庭で話をしたりする。

② 基本的な生活習慣に関する約束を決める。

１年生 ③ おはようございます，行ってきます，いただきます，ごちそうさまなどの

あいさつを元気よく心を込めて言えるようにする。

④ 子どもの毎日の本読み（音読）を聞く。

全学級のPTA努力点に共通実践事項を位置づけて1年間取り組む。
授業参観で多くの保護者の参加を促し，校長、PTA会長によるPTA全体会を開

催して取組状況を説明、協力を呼びかける。
その後に学級PTAを開き，PTA共通実践事項の取組についてグループでの話合

い活動を設定する。各家庭での様子を一人ずつ話すことで情報交換が図れるよ
うにするとともに，保護者の意識を高めるようにする。

取 組



情報交換を深める少人数の話合い活動

うちではこんな
ふうに取り組ん
だらうまくいきま

したよ。

なるほど！
今度うちで
もやってみ
よう！

先生，こんな時は
どうすればよい
ですか？

学期中に取り組んだ成果や課題を学級PTAで話し合う。５，６人の小グループ

による話合い活動を設定することで，保護者が各家庭での様子を一人ずつ出し合
い，中身のある情報交換をする。（ワークショップ型，参加型の協議）

→保護者も「主体的・対話的で深い学び」で課題を共有する。



PTA研修部員と担当教員によるPTA新聞編集会議

PTA研修部長、同部員保護者、
担当教員によるPTA新聞編集会
議の様子。PTA共通実践事項ア
ンケート集計も行う。この活動そ
のものが家庭教育である。
「仕事をしているので最初はめんどくさ
いと思ったが、よい勉強になった。参加
して良かった。」【保護者の感想】



PTA新聞を活用したFB：フィードバック

学期1回（年3回）発行する。子ども・保護者・教師の声を
計画的に掲載することで取組意識の高揚を図る。



PTA新聞を活用した取組状況のフィードバック



終


